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研究成果の概要（和文）：本研究では，計画的・合理的な街路樹リスク管理が実行されるために必要な条件を明らかに
し，リスク管理の課題に応えることを目的とした。まず，街路樹リスク管理の実態を把握したうえで，日本全国で対話
研究会を実施した。その結果，明らかとなった下記の課題について実験的に明らかにした。①街路の生育環境が樹木の
生育に与える影響，②街路樹にふつうにみられる強剪定が樹木の生育に与える影響，③道路植栽の持つ生理・心理的機
能，④剪定方法の違いが道路植栽の持つ機能に与える影響。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to clarify a prerequisite to execute deliberate and logical 
urban tree risk management and to respond to problems of them. After grasping actual conditions of urban 
tree risk management, 22 dialogue workshops were conducted. They made clear about following problems, and 
I researched them with some experiments.
a) Influences to tree growth by the street environment, b) Influences to tree growth by the pruning way 
to remove branches excessively, c) Physiological and psychological functions of roadside trees and d) 
Influence to the function of roadside trees by pruning way

研究分野：造園学

キーワード： 公共木　生育　剪定　生理・心理的機能

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
樹木は，構造的な弱点が原因となって折
損・倒伏する場合がある。今後，「スーパー
台風」の本州上陸や，植栽後の経年変化によ
り街路樹が折損・倒伏するリスクは増大する
と思われる。近年は多くの自治体で街路樹の
リスク管理の重要性が認識され始めてきた
ものの，計画的・合理的なリスク管理を実施
している自治体はほとんどみられない。 
 
２．研究の目的 
本研究では，計画的・合理的な街路樹リス
ク管理が実行されるために必要な条件を明
らかにし，リスク管理の課題に応えることを
目的とする。そのために，まず，街路樹リス
ク管理の実態を把握する。また，研究会にお
ける意見交換や議論を展開することで，街路
樹リスク管理の課題を明らかにし，同時に街
路樹管理に関する協力関係を構築する。以上
の街路樹リスク管理の実態把握および研究
会における議論から浮き彫りとなった課題
に対して，課題解決を目指した実験研究を実
施する。 
 
３．研究の方法 
（1）対話研究会の開催 
日本全国で街路樹リスク管理システムに
関する公開の対話研究会を開催する。対話研
究会とは，講義に近い従来のセミナーとは異
なり、主催者側と参加者らの相互の意見交換
や議論を重視する研究会と定義する。対話研
究会において研究代表者と研究協力者や参
加者らの意見交換および議論が積み重ねら
れることにより，街路樹リスク管理システム
の改善が随時図られていく。また，この装置
は、街路樹リスクについての普及啓発活動で
もある。これによって協力体制の強化が継続
的に図られることで効果的・効率的で着実な
研究遂行が見込まれる。 

 
（2）街路樹リスク管理の実態把握 
街路樹行政において最も先進的な取り組
みをしている東京都および千葉県下の自治
体の街路樹担当部局に対してアンケートを
実施し，街路樹リスク管理についての取り組
み状況を把握する。 

 
（3）課題解決を目指す実験研究の実施 
街路樹リスク管理の実態把握および研究
会における議論から，①街路という特殊な生
育環境が樹木の生育に与える影響を明らか
にすること，②街路樹にふつうにみられる強
剪定が樹木の生育に与える影響を明らかに
すること，③道路植栽の持つ機能を実験的に
明らかにすること，④剪定方法の違いが道路
植栽の持つ機能に与える影響について明ら
かにすることが課題として考えられた。 
①街路という特殊な生育環境の一つに，車
道側では道路工事が繰り返され土壌が固結
していることが挙げられる。このような環境

により樹木の地上部や根系にアンバランス
な生長が起こるとすれば，樹木構造上の力学
的な均衡が脆弱となり，わずかな腐朽や支持
根の切断が倒伏事故の引き金となる可能性
も考えられる。そこで，圃場に植栽した樹木
の根域の片側を制限することで，樹木の生長
にどのような影響が生じるかについて調べ
た。本研究では，ソメイヨシノ(Prunus × 
yedoensis)を実験材料とした。3 月に実験区
に根域制限壁を設置し，壁までの距離が
20cm，35cm，50cm，100cm の 4種類のグ
ループを各 6個体，計 24個体を植え付け，1
年間の成長量（乾燥重量）を測定した。 
②強剪定された樹木の成長特性について
は，実験区に強剪定区，弱剪定区，無剪定区
を設定し，それぞれ 5 本ずつ計 15 本のケヤ
キ（Zelkova serrata）を用い 1年間の成長量
（乾燥重量）等を測定した。 
③道路植栽の機能については，高速道路の
遮音壁の有無，遮音壁前後や中央分離帯の植
栽形式，剪定・管理の状態などを変化させた
映像と，実際の圏央道で特徴的な植栽形式が
みられた区間（実走行区間）を再現した映像
とを作成し，その映像のドライビングシミュ
レーション（DS）を用いて運転者の心理･生
理的反応を測定した。実験参加者は，運転免
許を有する 20代の男女各 10名、計 20名で，
眼球運動，脳血液動態，心拍変動性，SD 法
を指標とした。 
④剪定方法の異なる街路樹の機能について
は，自然成長仕立てと強剪定の街路樹におけ
る生理・心理的機能の差異について現地実験
を実施した。実験対象地は，自然成長仕立て
の街路樹の区間と強剪定の街路樹の区間が
存在していた東京都道427号瀬田貫井線とし
た。実験参加者は，男性 11名，女性 9名（合
計 20名）で，SD法による印象評価に加え，
生理的反応指標として眼球運動，心拍変
動性および心拍数を測定した。 

 
４．研究成果 
（1）対話研究会の開催 
平成 25年度に 5件，平成 26年度に 11件，
平成 27年度に 6件の対話研究会を実施した。 
結果として，過剰な安全管理による街路樹の
機能低下と成長阻害，街路樹の機能発揮とリ
スク管理の調和，街路樹における車道側の根
域制限による成長への影響，街路樹リスク管
理への住民参加，管理者の技能研修の継続的
実施等が明らかとなった。 

 
（2）街路樹リスク管理の実態把握 

3000以上の街路樹を有する自治体間では，
事故発生数に有意差がみられなかったこと
から，管理によって街路樹による事故の発生
を減少させることができる可能性が考えら
れた。東京都・千葉県の自治体のほとんどが
団体保険に加入しており，この保険は現状で
は有効に機能しているように考えられた。し
かし，保険金が出ることを前提に示談交渉や



賠償金の支払いに比較的容易に応じる姿勢
もみられた。 

 
（3）根域片側制限の場合の樹木の成長特性 
根域に片側制限がある場合に，根鉢外への
細根伸長量が抑制される可能性が示唆され
た（図 1）。一方で，根域が最も制限されてい
た 20cm グループにおいては，根域制限以降
に根鉢から伸長した根の根域制限側の密度
が高い状態となっており，根域制限壁と土壌
の間隙へと根が集中して伸長した結果，密集
状態となった可能性が認められた。根域制限
側へ伸長した密度の高い根が根域制限壁に
到達すると根域制限壁沿いに伸長していく
と推測される。このような根は，肥大生長の
過程で，縁石を損壊し車道側へ押し出す可能
性もあると考えられた。根が密集している分，
根域が片側制限された街路樹はより早い段
階で縁石の押し出しを引き起こす可能性も
示唆された。 
地上部については， 20cm グループで根域
が制限されている側の既存枝の生長が根域
制限状態になる前の生長に比べて良好であ
った可能性が示唆された。ただし， 20cm グ
ループにおける根域制限側の実験期間伸長
枝の乾燥重量割合に大きな標準誤差が認め
られたことに加え，実験供試木の樹幹におけ
る軸方向の組織は，ねじれながらつながって
いる可能性も考えられることから，根域の片
側制限が制限方向への地上部の偏重生長を
惹起する可能性については，さらなる調査が
必要であると思われた。 
以上より，ソメイヨシノの根域の片側が制
限された場合，根系や地上部の生長に様々な
偏りが生じることが示唆された。とくに根域
制限側に生じる根系の生長の偏りは，縁石の
損壊や路肩工事の際の根系の大量切断が生
じる可能性をもたらすものであり，街路樹の
管理上，重要な課題になると考えられた。す
なわち，前者は，補修費の負担だけではなく，
路肩通交車両の接触などの事故を招く可能
性がある。また，後者は，樹勢の衰退を招く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

可能性があり，太根を切断する場合には，腐
朽菌の侵入や支持根を失ったことによる倒
伏を招く危険性もあると考えられた。 
 
（4）強剪定された樹木の成長特性 
 強剪定されたケヤキでは，弱剪定されたケ
ヤキよりも当年枝と胴吹き枝の成長量が多
かった（図 2）。一方で，全体の枝葉の量は少
なくなったが，葉の大きさのばらつきが大き
く，成長に歪みが生じている可能性が高いこ
とが明らかとなった。強剪定によって枝が大
きく切り詰められることもあり，強剪定が繰
り返されることによって樹形の崩壊が生じ
る可能性が考えられた。強剪定されたケヤキ
では，葉の葉緑素が多くなった。光合成効率
を上げようとする一方で，全体の枝葉の発生
量は減少するため，全体の光合成量が減少し
て樹勢低下をもたらす可能性が考えられた。
以上より，強剪定は樹勢低下と樹形崩壊を招
く可能性のある剪定であると考えられた。 
弱剪定された樹木では，枝の重量は無剪定
よりも少なかったが葉の重量は無剪定と差
がみられなかった。胴吹き枝の葉の重量は強
剪定よりも少なかったが無剪定とは差がみ
られなかった。葉緑素の量については，弱選
定の樹木では強剪定の樹木よりも少なかっ
たが，無剪定の樹木とは差がみられなかった。
したがって，樹形の維持，樹勢コントロール
という点では，弱剪定が最も効果的であると
考えられた。 
 
（5）道路植栽の機能 
路肩の高木，とくに自然樹形の高木がある
景観は，道路利用者の脳の活動を活性化する
効果があると考えられた。中央分離帯に中木，
低木が植栽されている場合は，植栽がない場
合に比べると，道路利用者の脳の活動を活性
化し，交感神経を活性化する効果があると考
えられた（図 3）。中央分離帯にニュートピア
リが設置されている場合は，低木が植栽され
ている場合と比べて脳の活動が鎮静化し，眼
球運動がゆったりとなる傾向がみられた。雑 
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図 1 土壌容積 1cm3当たりの植栽時の根鉢の外側の根の

乾燥重量（＊＊：p<0.01 ＊：p<0.05：Tukey 検定） 

図 2 当年の枝と胴吹きの成長量（＊＊：p<0.01 ＊：

p<0.05：Tukey 検定） 



草が生えている場合と比べても，植栽のない
場合と同様に脳の活動が鎮静化する反応が
みられた。ただし，左カーブ区間では，植栽
がない場合と比べると脳の活動が活性化し
ていた。このことから，ニュートピアリは，
植栽がないよりは脳の活動を活性化する効
果は持っていると考えられるが，中木，低木
が植栽されている場合の効果には及ばない
と考えられた。 
遮音壁沿いに高木が植栽されている場合
は，植栽のない場合と比べると，脳の活動が
活性化し，交感神経が活性化する傾向がみら
れた。また，印象評価でも比較的多くの差が
認められる傾向があった。植栽形状のランダ
ムな中木が植栽されている場合は，植栽がな
い場合と比べると脳の活動が活性化してい
た。左カーブ区間では，花の咲いた中木が植
栽されている場合は，植栽のない場合，中
木・高木が植栽されている場合と比べて，脳
の活動が活性化していた。左カーブ区間では，
運転者の視線は進行方向である左に集まる
ため，遮音壁側の植栽の効果が表れやすいと
考えられ，左カーブ区間では，遮音壁前の植
栽設計を工夫することでより大きな効果が
得られると考えられた。 
実走行区間では，路肩に自然樹形の高木が
ある景観は，道路利用者の評価を高め，脳の
活動を活性化する効果があると考えられた。
とくに，緑量の多い路肩にぶつ切りの高木が
ある区間よりも，印象評価が多くの項目で高
く評価され，脳の活動が活性化する傾向がみ
られたことから，樹形を自然樹形に維持する
ことで植栽の効果は大きく高まると考えら
れた。 
以上のことから，高速道路植栽には，道路
利用者の評価を高め，脳の活動を活性化する
効果があることが確認された。また，樹形や
植栽構成等を工夫することによってこれら
の効果を高めることができると考えられた。
脳の活動を活性化させる効果は，高速道路植
栽が単調な走行景観に変化が生まれること
によって得られると考えられた。また，この
効果は，走行中に眠気を催すことを予防する
ことが期待でき，道路の安全な走行に寄与す
るものと考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（6）剪定方法の異なる街路樹の機能 
印象評価の結果からは，自然成長仕立ての
街路樹は，強剪定された街路樹に比べて，街
路に「潤いのある」，「快適な」，「落ち着く」，
「すがすがしい」，「調和のとれた」というポ
ジティブな印象を与え，「美しい」，「好きな」
といった空間の総合的な評価も高める効果
がみられた。 
眼球運動の結果からは，自然成長仕立ての
街路樹は，強剪定された街路樹に比べて沿道
からの視覚刺激を緩和する効果があると考
えられた。 
心拍変動性および心拍数の結果からは，自
然成長仕立ての街路樹は，強剪定された街路
樹に比べて，人を生理的なリラックス状態に
導く効果があることが示された（図 4）。 
本研究の結果から，自然成長仕立ての街路
樹は，街路の評価を高め，沿道からの視覚刺
激を緩和し，人をリラックスさせることが明
らかとなった。同時に，街路樹の強剪定は，
それらの機能を阻害する管理であることも
指摘することができた。 
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図 3 全被験者 右カーブ区間の心拍変動性 LF／

（LF+HF）（*: p<0.1; **: p<0.05; ***: p<0.01：Tukey
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図 4 心拍変動性および心拍数の結果.（t 検定：*p＜

0.05，**p＜0.01） 
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講義室（千葉県・松戸市） 
 
②細野 哲央，高速道路植栽のリスク管理-
道路植栽事故の実態と裁判例の分析から読
み解く-，2013 年 11 月７日，ハイウェイテク
ノフェア 2013，公益財団法人 高速道路調査
会，東京ビックサイト西 3・4ホール （東京
都・江東区） 
 
③細野 哲央，根域の片側が制限されたソメ
イヨシノ (Prunus × yedoensis) の生長特
性，平成 25 年度日本造園学会全国大会，
2013 年 5 月 26 日，千葉大学西千葉キャンパ
ス（千葉県・千葉市） 
 
〔その他〕 
翻訳書（計 1件） 
①細野 哲央，一般社団法人 街路樹診断協
会，ジル・ポコーニー著，都市樹木のリスク
マネジメント―米国農務省森林局による樹
木のリスクマネジメントプログラム策定・運
用ガイド―，2015，177 
 
対話研究会（計 22件） 
①細野 哲央，道路植栽の維持管理-リスク
管理と機能性発揮の調和-，2016年1月22日，
第 155 回技術交流会，公益財団法人高速道路
調査会，株式会社高速道路総合技術研究所 
緑化技術センター（滋賀県湖南市） 
  
②細野 哲央，高速道路植栽のリスク管理，
2015 年 11 月 26 日，高度専門技術研修，NEXCO
中日本高速道路株式会社，NEXCO 中日本人材
開発センター（神奈川県川崎市） 
 
③細野 哲央，大径木化時代の街路樹リスク
マネジメント 2015 年 11 月 17 日，樹木（街
路樹等）診断研修会，一般社団法人北九州緑
化協会・一般社団法人街路樹診断協会九州支
部，北九州市立到津の森公園（福岡県北九州
市）  
 
④細野 哲央，都市における公共木の課題，
2015 年 10 月 9 日，公共施設の緑化研修会，
戸田市，戸田市役所 5F 大会議室（埼玉県戸
田市） 
 
⑤細野 哲央，倒木・落枝事故から学ぶ街路
樹のリスクマネジメント 2015 年 7 月 10 日，
平成 27 年度花と緑の魅力あるまちづくり連
絡会議講習会，静岡県・公益社団法人静岡県
造園緑化協会，三島市民文化会館・楽寿園（静
岡県三島市）  
 
⑥細野 哲央，緑化樹木・技術をとりまく最
近の問題と課題，2015 年 6月 9日，樹木と緑
化の総合技術講座，一般財団法人日本緑化セ
ンター，国立オリンピック記念青少年総合セ
ンター（東京都渋谷区） 
 

⑦細野 哲央，街路樹 大径木化時代の維持
管理，2015 年 5月 15 日，第 11 回市民と造園
家の交流会 造園技術者の仲間と語る会，全
国 1級造園施工管理技士の会，日比谷グリー
ンサロン （東京都千代田区） 
 
⑧細野 哲央，樹木のリスク管理と市民参加，
2015 年 4月 11 日，平成 27年度松戸ケナフの
会例会，NPO 法人松戸ケナフの会，松戸まち
づくり交流室（千葉県松戸市） 
 
⑨細野 哲央，高速道路植栽のリスク管理，
2015 年 3 月 30 日，中日本高速道路株式会社
八王子支社，中日本高速道路株式会社八王子
支社会議室（東京都八王子市） 
 
⑩細野 哲央，樹木の安全管理と樹木医保険，
2015 年 3月 1日，樹木医実践技術講座，一般
社団法人 日本樹木医会，千葉県松戸市千葉
大学松戸キャンパス（千葉県松戸市） 
  
 
⑪細野 哲央，緑地の維持管理と樹木のリス
クマネジメント，2015 年 2 月 26 日，群馬県
市町村職員研修，群馬県環境森林部 緑化セ
ンター（ 群馬県邑楽郡） 
 
⑫細野 哲央，公園樹木のリスク管理に関す
る最新情報，2015 年 1 月 30 日，街路樹研修
会「公共樹木の安全は適切なリスク管理か
ら」，一般社団法人 街路樹診断協会大阪支
部，大阪歴史博物館講堂 （大阪府大阪市）
  
⑬細野 哲央，減災，緑陰，美化の視点から
の街路樹の樹冠拡大，2014 年 11 月 31 日，一
般社団法人街路樹診断協会定時社員総会講
演，一般社団法人 街路樹診断協会，弘済会
館（東京都千代田区）   
 
⑭細野 哲央，道路植栽によるリスクと道路
管理者の責任，2014 年 11 月 21 日，道路植栽
によるリスクと道路管理者の責任に関する
研修，名古屋市役所西庁舎 12F 第 10 会議室
（愛知県名古屋市）  
 
⑮細野 哲央，庭園様式解説および樹木点検
研修，2014 年 11 月 8日，千葉大学 柏の葉カ
レッジリンク・プログラム，千葉大学環境健
康フィールド科学センター，千葉県立柏の葉
公園 公園センター（千葉県柏市）  
 
⑯細野 哲央，倒木・落枝事故から学ぶ街路
樹の維持管理，2014 年 10 月 24 日，平成 26
年度花と緑の魅力あるまちづくり連絡会議
講習会，静岡県・公益社団法人静岡県造園緑
化協会，静岡県立図書館 講堂（静岡市駿河
区）  
 
⑰細野 哲央，倒木及び落枝による事故裁判
事例と補償問題，2014 年 8 月 28 日，街路樹



診断マニュアル研修会，一般社団法人 街路
樹診断協会，清澄庭園 大正記念館（東京都
江東区） 
 
⑱細野 哲央，緑化樹木・技術をとりまく最
近の問題と課題，2014 年 7月 1日，樹木と緑
化の総合技術講座.一般財団法人日本緑化セ
ンター.  国立オリンピック記念青少年総
合センター（東京都渋谷区） 
 
 
⑲細野 哲央，道路植栽のリスク管理，2013
年 11月 15日，道路緑化技術に関する検討会,
公益財団法人 高速道路調査会，公益財団法
人 高速道路調査会 会議室（東京都港区） 
 
⑳細野 哲央，街路樹のリスク管理，2013 年
10 月 9日，平成 25 年度造園技術講演会,一般
社団法人 北海道造園緑化建設業協会．北海
道立道民活動センター（北海道立道民活動セ
ンター） 
 
㉑細野 哲央，街路樹の安全管理，2013 年 9
月 11 日，千葉大学園芸学部公開講座「街路
樹が都市を変える」，千葉大学園芸学部百周
年記念館 戸定ヶ丘ホール（千葉県松戸市） 
 
㉒細野 哲央，倒木及び落枝による事故裁判
事例と補償問題，2013 年 8 月 20 日，街路樹
診断マニュアル研修会，一般社団法人 街路
樹診断協会，清澄庭園 大正記念館（東京都
江東区） 
 
６．研究組織 
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